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初
夏
の
候
、
ま
す
ま
す
御
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
た
び
、
一
般
社

団
法
人
山
形
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

　

こ
の
た
び
、
一
般
社
団
法
人

山
形
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会

長
を
任
期
満
了
に
て
退
任
い
た

し
ま
し
た
。
在
任
中
は
、
公
私

に
わ
た
り
温
か
い
ご
指
導
と
ご

厚
情
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

た
。
も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
全
力
を
尽
く
し

て
、
高
齢
者
の
健
康
と
生
き
が

い
並
び
に
仲
間
づ
く
り
を
と
お

し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
発
展
の
た

め
努
力
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い

　

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
交

誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
、
退
任
の
ご
あ
い
さ

つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
す
。
何
と
ぞ
、
前
任
者
同
様

の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就

任
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ

ま
す
。

就
任
あ
い
さ
つ

退
任
あ
い
さ
つ

き
ら
ら
ク
ラ
ブ
山
形
（
一
般
社
団
法
人 

山
形
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

 

会
長
　
岸
部
　
滋

生
き
が
い
、

生
き
が
い
、

　

仲
間
づ
く
り
で
発
展
を

　

仲
間
づ
く
り
で
発
展
を

亀
谷
千
代
子

さ
ら
な
る
活
躍
を
願
っ
て

さ
ら
な
る
活
躍
を
願
っ
て
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

【事業の重点目標】

1. 組織の充実・強化に向け
た取り組みの推進

（1）老人クラブの意識や有用性への理解を深 
める取り組みの推進

（2）健康づくり活動や友愛活動など具体的な 
活動をとおした加入促進

（3）年代・性別バランスの取れた会員加入に 
向けた呼びかけと勧誘

（4）会員加入促進成功事例の発掘と情報提供

（5）ホームページを活用した広報と情報提供

（6）地域や関係団体と連携した活動の推進

2. 高齢者を地域で支える 
仕組みづくりに資する 
運動の展開

（1）健康活動

（2）友愛活動

（3）奉仕活動

3. 制度・施策、高齢者に関 
わる課題等の学習と実践

（1）老人クラブ組織強化・活動への理解促進 
と予選の確保

（2）社会保障制度の学習と提言・提案活動

4. 会員の安全対策と連帯意 
識の高揚

（1）「老人クラブ傷害保険（総合型・活動型）」 
「賠償責任保険」の普及拡大

（2）「老人クラブ会員章」の着用と普及拡大

令
和
３
年
度 

基
本
方
針
と
事
業
計
画

「
の
ば
そ
う
！

「
の
ば
そ
う
！  

健
康
寿
命
、

健
康
寿
命
、

  

担
お
う
！

担
お
う
！  

地
域
づ
く
り
を
」

地
域
づ
く
り
を
」

メイン
テーマ

【
基
本
方
針
】

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
仲
間

づ
く
り
と
健
康
づ
く
り
・

介
護
予
防
を
基
本
に
、
環

境
美
化
、
世
代
交
流
な
ど

幅
広
い
社
会
貢
献
活
動
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
特
に

地
域
に
お
け
る
高
齢
者
相

互
の
支
え
合
い
が
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

予
防
を
徹
底
し
、「
新
し

い
生
活
様
式
」
に
基
づ
く

ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進
を
図

る
と
と
も
に
、「
感
染
し

な
い
・
さ
せ
な
い
仲
間
づ

く
り
」
を
意
識
し
、
自
宅

で
で
き
る
健
康
づ
く
り
の

実
践
を
呼
び
か
け
、
外
出

自
粛
か
ら
と
じ
こ
も
り
を

防
ぎ
、
電
話
や
手
紙
な
ど

の
心
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
友
愛
活
動
な
ど
老
人
ク

ラ
ブ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
か
し
た
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

【
取
り
組
み
の
重
点
事
項
】

　

１
．
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
感
染
予
防
と
健
康
の
保

持
・
増
進

　
　
（
１
）「
新
し
い
生
活

様
式
」
に
基
づ
く
ク
ラ

ブ
活
動
の
普
及

　
　
（
２
）
自
宅
で
で
き

る
身
体
と
心
の
健
康

づ
く
り
の
呼
び
か
け

　
〈
身
体
の
健
康
づ
く
り
〉

　

体
操
や
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
食
事
、

口
腔
な
ど
の
健
康
管

理

　
〈
心
の
健
康
づ
く
り
〉

　

電
話
や
手
紙
を
活

用
し
た
仲
間
と
の
交

流
、
積
極
的
な
趣
味
活

動
等
で
の
気
分
転
換

きららクラブ山形 2第32号



私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

【収入の部】
科　　目 予算額（円）

1．会費（正会員・賛助会員） 4,448,100

2．補助金・助成金 5,106,000

3．委託費 1,550,000

4．共同募金配分金 300,000

5．老ク会員章拠出金 100,000

6．事業負担金 230,000

7．事業関連収入 1,600,000

8．雑収入 300,000

9．基金繰入金 6,000,000

10．繰越金 2,100,000

計 21,734,100

【支出の部】
事業項目 予算額（円）

1．育成指導・活動支援事業 1,260,000

2．組織拡充広報事業 2,050,000

3．生きがいと健康づくり事業 2,110,000

4．地域を豊かにする社会活動事業 695,000

5．その他の事業 1,090,000

6．活動推進員設置事業 8,765,000

7．法人運営管理費 5,446,000

8．予備費 318,100
計 21,734,100

令
和
３
年
度
収
支
予
算
概
要

市
町
村
老
連
会
費
負
担
金
軽
減
と
賛
助
会
員
を
募
る

市
町
村
老
連
会
費
負
担
金
軽
減
と
賛
助
会
員
を
募
る

　

令
和
３
年
度
の
一
般
会�

計
予
算
総
額
は
、２
１
７
３�

万
円
で
前
年
当
初
予
算
よ

り
約
22
・
３
％
減
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
要

因
は
昨
年
「
第
49
回
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」
開
催

関
連
で
、
大
会
運
営
財
源

と
し
て
県
お
よ
び
開
催
市

補
助
金
を
は
じ
め
関
係
機

関
団
体
等
か
ら
の
助
成
金

を
計
上
し
予
算
編
成
に
あ

た
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
、
例
年
と
の
比
較
で
は

ほ
ぼ
同
額
の
予
算
規
模
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
町
村
老
連
を

構
成
す
る
単
位
ク
ラ
ブ
と

会
員
数
の
減
少
や
会
費
単

価
の
据
え
置
き
で
、
市
町

村
老
連
の
運
営
財
源
は
毎

年
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
県
老
連
へ
の
会

費
負
担
積
算
区
分
（
会
員

割
・
ク
ラ
ブ
割
・
均
等
割
）

単
価
を
２
割
程
度
減
額
改

正
し
軽
減
を
は
か
り
、
新

た
に
賛
助
会
員
規
約
を
整

備
し
て
賛
助
会
費
を
募
集

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
自
主
財
源

の
会
費
を
は
じ
め
、
そ
の

他
事
業
関
連
収
入
や
行
政

補
助
金
支
援
な
ど
に
つ
い

て
も
、
今
後
組
織
が
安
定

し
持
続
可
能
な
運
営
基
盤

の
強
化
を
す
す
め
る
た
め

に
「
財
源
対
策
等
検
討
委

員
会
」
に
お
い
て
意
見
を

ま
と
め
て
い
く
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

令和３年度一般会計予算概要

1. 会費
（正会員・賛助会員）

21%

3. 委託費 7%
4. 共同募金配分金1%

5. 老ク会員章拠出金0%
6. 事業負担金1%

7. 事業関連収入7%
8. 雑収入 1%

9. 基金繰入金
28%

10. 繰越金 10%

2. 補助金・
助成金
24%

1. 育成指導・活動支援事業6%

2. 組織拡充広報事業9%

3. 生きがいと
　 健康づくり事業10%

4. 地域を豊かにする
社会活動事業3%6.

活動推進員設置事業
40%

7.
法人運営管理費

25%

8. 予備費 2%

5. その他の事業5%

1. 会費
（正会員・賛助会員）

21%

3. 委託費 7%
4. 共同募金配分金1%

5. 老ク会員章拠出金0%
6. 事業負担金1%

7. 事業関連収入7%
8. 雑収入 1%

9. 基金繰入金
28%

10. 繰越金 10%

2. 補助金・
助成金
24%

1. 育成指導・活動支援事業6%

2. 組織拡充広報事業9%

3. 生きがいと
　 健康づくり事業10%

4. 地域を豊かにする
社会活動事業3%6.

活動推進員設置事業
40%

7.
法人運営管理費

25%

8. 予備費 2%

5. その他の事業5%

収入の部

支出の部
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

令
和
３
年
度
通
常
総
会

令
和
２
年
度
事
業
報
告

令
和
２
年
度
事
業
報
告

並
び
に
収
支
決
算
を
承
認

並
び
に
収
支
決
算
を
承
認

江
市
の
菊
地
広
行
会
長
を

選
出
し
議
事
に
入
り
、
議

長
よ
り
議
事
録
署
名
人
に

天
童
市
の
須
藤
晃
司
会
長

と
大
江
町
の
富
樫
文
夫
会

長
の
両
名
を
指
名
し
ま
し

た
。

　

議
事
で
は
、
承
認
事
項

３
件
（
１
．
令
和
２
年
度

収
支
決
算
貸
借
対
照
表
・

正
味
財
産
増
減
計
算
書
、

２
．
令
和
３
年
度
会
費
、

３
．
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
）
と
報
告
事
項
４

件
（
１
．
令
和
２
年
度
事

業
報
告
、
２
．
公
益
目
的

支
出
計
画
実
施
報
告
書
、

３
．
令
和
３
年
度
事
業
計

画
並
び
に
予
算
書
、
４
．

令
和
３
年
度
補
正
予
算
）

が
上
程
さ
れ
、
事
務
局
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
武
田

敏
夫
監
事
の
監
査
報
告
を

経
て
審
議
さ
れ
、
異
議
な

く
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
今
年
は
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
と
な

る
こ
と
か
ら
、
各
地
区
か

ら
あ
ら
か
じ
め
候
補
者
の

推
薦
を
い
た
だ
き
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
、
直
ち
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
21
日
、
山
形
市
・

県
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
４
階
「
大
会
議
室
」

に
お
い
て
、
県
老
連
を
構

成
す
る
市
町
村
老
連
の
代

表
者
が
参
加
し
通
常
総
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

亀
谷
会
長
が
あ
い
さ
つ

を
行
い
、
来
賓
に
は
県
健

康
福
祉
部
長
よ
り
ご
臨
席

を
賜
り
ご
あ
い
さ
つ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
長
に
寒
河通常総会

令和２年度正味財産増減計算書
科　　目 当年度 前年度 増減

Ⅰ．一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

（１）経常収益
①受取会費 5,498,700 5,813,100 △ 314,400
②事業収益 1,642,403 4,261,145 △ 2,618,742
③受取補助金等 5,856,000 5,406,000 450,000
④受取負担金 0 235,700 △ 235,700
⑤雑収益 1,464,176 672,483 791,693

経常収益計 14,461,279 16,388,428 △ 1,927,149
（２）経常費用

①事業費 12,128,425 15,245,341 △ 3,116,916
②管理費 4,741,772 5,167,009 △ 425,237

経常費用計 16,870,197 20,412,350 △ 3,542,153
当期経常増減額 △ 2,408,918 △ 4,023,922 1,615,004

２．経常外増減の部
（１）経常外収益 0 0 0

経常外収益計 0 0 0
（２）経常外費用 0 0 0

経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0

他会計振替額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 2,408,918 △ 4,023,922 1,615,004
一般正味財産期首残額 13,668,447 17,692,369 △ 4,023,922
一般正味財産期末残額 11,259,529 13,668,447 △ 2,408,918

Ⅱ．指定正味財産増減の部 0 0 0
受取寄附金 0 0 0
一般正味財産への振替額 0 0 0

当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残額高 0 0 0
指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ．正味財産期末残高 11,259,529 13,668,447 △ 2,408,918

きららクラブ山形 4第32号



私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

新
会
長
に
岸
部
滋
氏
就
任

新
会
長
に
岸
部
滋
氏
就
任

　

ま
た
、
任
期
満
了
と
な

る
会
長
並
び
に
副
会
長
の

選
任
に
つ
い
て
は
、
定
款

に
基
づ
き
通
常
総
会
終
結

後
、
新
た
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
理
事
に
よ
る
「
第
33

回
理
事
会
」
を
開
催
し
、

新
会
長
に
岸
部
滋
氏
が
選

新たに就任した役員

任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他

役
員
に
つ
い
て
は
次
の
名

簿
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し

た
。

　

ま
た
こ
の
た
び
、
退
任

さ
れ
ま
し
た
亀
谷
千
代
子

前
会
長
を
顧
問
に
委
嘱
い

た
し
ま
し
た
。

役員名簿

役　 職 氏　名 選出区分 所属老連役職

会　 長 岸部　滋　　　＊ 村 山 地 区 山辺町老連会長

副 会 長 漆山　英隆 置 賜 地 区 南陽市老連会長

副 会 長 伊藤　信弘　　＊ 庄 内 地 区 酒田市老連会長

副 会 長 佐藤　寛　　　＊ 最 上 地 区 真室川町老連会長

副 会 長 須藤　のり子　＊ 女性委員会 県老連女性委員長

常務理事 髙橋　潔 学 識 経 験 県老連事務局長

理　 事 鈴木　晴夫 村 山 地 区 山形市老連会長

理　 事 富樫　文夫　　＊ 村 山 地 区 大江町老連会長

理　 事 板垣　清丸 村 山 地 区 村山市老連会長

理　 事 井上　正美　　＊ 置 賜 地 区 小国町老連会長

理　 事 小林　達夫 庄 内 地 区 鶴岡市老連会長

理　 事 鈴木　清 庄 内 地 区 庄内町老連会長

理　 事 吉永　哲也　　＊ 庄 内 地 区 三川町老連会長

理　 事 青柳　フヂ子　＊ 女性委員会 県老連女性副委員長

監　 事 武田　敏夫 東根市老連会長

監　 事 荒木　末治　　＊ 鮭川村老連会長

＊印は新任
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

地
域
と
密
着
し
た
ク
ラ
ブ
運
営
目
指
す

老
人
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
「
地
域
支
え
合
い
活
動
」
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
集
計
報
告

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
い
つ
ま
で
も
自

分
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
国
や
県
で

は
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
の
構
築
が
す
す
め

ら
れ
、
各
地
域
で
は
老
人

ク
ラ
ブ
の
「
地
域
支
え
合

い
・
友
愛
活
動
」
の
取
り

組
み
が
注
目
さ
れ
期
待
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
県
内
の
各
単

位
ク
ラ
ブ
で
は
ど
の
く
ら

い
地
域
支
え
合
い
・
友
愛

活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
る
の
か
実
態

を
つ
か
め
な
い
状
況
に
あ

り
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

活
動
が
自
粛
傾
向
に
あ
る

県
内
全
単
位
ク
ラ
ブ
を
対

象
に
実
態
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
回
答
い
た
だ
い
た

情
報
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
集

計
報
告
書
を
発
行
し
各
単

位
ク
ラ
ブ
に
配
布
し
て
い

ま
す
。
活
動
状
況
や
地
域

支
え
合
い
活
動
を
す
る
う

え
で
の
課
題
や
意
向
な
ど

を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
に
て
お
伝

え
し
ま
す
。

　【
調
査
期
間
】

　

令
和
２
年
12
月
１
日
～

　

令
和
３
年
２
月
28
日

【
調
査
対
象
】

　

山
形
県
内
単
位
ク
ラ
ブ

　
９
４
７
カ
所

【
回
収
状
況
】

　

調
査
対
象
と
な
る
山
形

県
内
単
位
ク
ラ
ブ
９
４
７

カ
所
に
対
し
、
返
信
用
封

筒
に
て
６
５
１
通
、
普
通

郵
便
お
よ
び
市
町
村
老

連
経
由
で
３
通
、
合
計

６
５
４
通
（
回
収
率
69
％
）

【
調
査
結
果
】

　

1
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の

中
で
、
地
域
支
え
合
い
活

動
ま
た
は
友
愛
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
回
答
し

た
ク
ラ
ブ
４
６
４
カ
所
か

ら
の
情
報

◇
地
域
支
え
合
い
活
動
・

友
愛
活
動
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
か
。（
図
１
）

◆
分
析
と
評
価

　

回
答
は
、
地
域
内
で
の

「
支
え
合
い
・
友
愛
活
動
」

が
多
岐
に
わ
た
り
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
複
数
回

答
と
な
り
ま
し
た
。
活
動

の
内
容
で
最
も
高
か
っ
た

の
は
、「
地
域
の
サ
ロ
ン
活

動
」
が
69
％
で
、
老
人
ク

ラ
ブ
が
取
り
組
み
や
す
い

活
動
と
し
て
地
域
に
定
着

さ
せ
て
い
る
こ
と
の
評
価

は
高
か
っ
た
で
す
。
次
い
で

「
そ
の
他
」
が
36
％
と
多
く
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
地
域
内

環
境
美
化
・
花
植
え
管
理

等
の
奉
仕
活
動
で
し
た
。

◇
地
域
支
え
合
い
活
動
・

友
愛
活
動
を
す
る
中
で
、

日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
悩
み

や
課
題
な
ど
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。�

（
図
２
）

◆
分
析
と
評
価

　

活
動
で
日
頃
感
じ
て
い

る
悩
み
や
課
題
で
は
、「
運

営
（
協
力
）
す
る
会
員
の

高
齢
化
」
が
圧
倒
的
に
多

く
、
老
人
ク
ラ
ブ
そ
の
も

の
の
高
齢
化
現
象
が
課
題

で
す
。
次
い
で
「
一
緒
に
活

動
す
る
仲
間
が
少
な
い
」

図 1

何らかの理由で外出が困難な高齢者宅への見守り・友愛活動

一人暮らしや高齢者世帯のゴミ出しや除雪・玄関付近の掃き掃除などの生活支援

地域にある老人ホームへの慰問や施設内でのボランティア

地域のサロン活動

学校や老人福祉施設などへタオル等の寄贈活動

その他（具体的に記入）

地域支え合い活動の内容
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

28%
17%

15%

36%

69%
23%
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

は
、
会
員
の
高
齢
化
に
よ

り
協
力
者
に
限
界
が
あ
る

こ
と
、
新
し
い
会
員
（
若

手
世
代
）
の
加
入
が
少
な

い
た
め
活
動
の
維
持
が
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
そ

の
他
」
で
は
、
協
力
す
る

人
が
固
定
化
さ
れ
、
協
力

者
1
人
の
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
会
員
減
少
に
よ

る
人
材
不
足
も
多
く
回
答

さ
れ
ま
し
た
。

　

2
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の

中
で
、
地
域
支
え
合
い
活

動
ま
た
は
友
愛
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
な
い
と
回
答

し
た
ク
ラ
ブ
１
９
０
カ
所

か
ら
の
情
報

◇
地
域
支
え
合
い
活
動
・

友
愛
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
な
い
理
由
は
何
で
す
か
。

�

（
図
３
）

◆
分
析
と
評
価

　

問
２
で
「
取
り
組
ん
で

い
な
い
」
と
回
答
し
た
中

で
、
多
岐
に
わ
た
り
理
由

を
あ
げ
る
ク
ラ
ブ
が
多
く

複
数
回
答
と
な
り
ま
し
た
。

最
も
多
か
っ
た
回
答
が
「
現

在
は
活
動
し
て
い
な
い
が
、

近
い
将
来
は
実
施
し
た

い
」
と
「
そ
の
他
」
で
同
じ

27
％
で
し
た
。

　
「
現
在
は
活
動
し
て
い

な
い
が
、
近
い
将
来
は
実

施
し
た
い
」
は
前
向
き
な

意
見
と
捉
え
ら
れ
ま
す
が
、

「
そ
の
他
」
で
は
、「
自
治
会
、

他
の
団
体
が
取
り
組
ん
で

い
る
か
ら
」
や
「
会
員
の

高
齢
化
に
よ
り
思
う
よ
う

に
活
動
で
き
な
い
」
と
い
う

理
由
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。「
支
え
合
い
・
友

愛
活
動
」
は
、
ど
の
よ
う

な
活
動
を
す
る
の
か
、
ど

う
い
っ
た
運
営
を
す
る
の
か

な
ど
本
会
が
活
動
に
関
す

る
具
体
的
な
情
報
提
供
が

も
っ
と
必
要
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

◇
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
取

り
組
む
「
地
域
支
え
合
い

活
動
・
友
愛
活
動
」
に
つ

い
て
、
団
体
と
し
て
の
考

え
方
を
１
つ
選
ん
で
く
だ

さ
い
。�

（
図
４
）

◆
分
析
と
評
価

　

回
答
は
、
団
体
と
し
て

の
考
え
を
1
つ
と
提
示
し

ま
し
た
が
、
複
数
回
答
が

多
数
あ
っ
た
た
め
全
回
答

数
は
７
０
８
件
と
な
り
ま

す
。

　
「
地
域
の
支
え
合
い
や
助

け
合
い
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
と
し
て
取
り
組
め
る

と
思
う
」
が
全
体
の
48
％

と
最
も
高
く
、
よ
り
良
い

情
報
を
提
供
し
、
今
後
の

活
動
に
期
待
し
た
い
で
す
。

図 4

地域の支え合いや助け合いは、老人クラブ活動として取り組めると思う

老人クラブではなく、社協や介護など専門職の人がするべきだと思う

老人クラブは、〝支える側 ”ではなく 〝支えてもらう側 ”だと思う

50 歳代から 60 歳代の世代が地域で取り組むべきだと思う

高齢者の支え合い・助け合いは、高齢者同士でもできるが、個人で対応する方がいいと思う

その他（具体的に記入）

老人クラブが取り組む「地域支え合い活動・友愛活動」の考え方
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

48%
13%

15%

15%

9%
8%

図 2

一緒に活動する仲間が少ない
活動するための資金が足りない
活動する場所や機会が少ない
運営（協力）する会員の高齢化

地域での活動が必要とされているかわからない、やりがいが感じられない
活動する時間が少ない
その他（具体的に記入）

地域支え合い活動・友愛活動で日頃感じている悩みや課題
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

46%

78%

19%

17%

7%7%

7%7%
3%3%

図 3

活動する時間がないから
地域や会員から活動について理解を得られないから

活動する資金や場所がないから
地域からの要望がないから

協力してくれる人や団体がないから
活動に興味があるが、何をしていいかわからない

興味がなく、今後も活動予定はない
現在は活動していないが、近い将来は実施したい

その他（具体的に記入）

地域支え合い活動・友愛活動に取り組んでいない理由
0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

5%

6%

8%

8%
17%

15%

24%

27%
27%
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

コロナ禍でも工夫して活動する元気なクラブをご紹介 
　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、多くのクラブが活動の中止や延期を余儀なくされました。そんな中でも、感染予防対策をしっかり

行い、工夫して活動をしているクラブをご紹介します。皆さんのクラブの活動に取り入れてみてはどうでしょうか。

　昨年度は事業のほとんどを中止せざるを得ませんで
したが、「交通安全標語コンクール」の実施や、柏友会
が全老連「活動賞」を受章するなど嬉しいニュースもあっ
た年度でした。
　今年度もコロナ禍ではありましたが、屋外ということ
で毎年恒例の「会長杯グラウンド・ゴルフ大会」の開催
を決定。会場の入場制限に対し 150 名ほどの多くの希
望者が集まったため、午前・午後の部に分けて実施しま
した。プレー中は３密をさけ、コロナ対策を心がけまし
た。休憩時間も設け体力にも配慮した大会となりました。

２回に分けての開催
天童市老人クラブ連合会
会　長：須藤　晃司
会員数：832名

　押切寿会は、主な活動と
して、東北管内での一日研
修、公式ワナゲ、100 歳
体操、「なかよし農園」で
農作業を通じて、みかわ
幼稚園児との交流を行っ
ております。
　その中で、コロナ予防
のため活動を中止していた
100 歳体操を３月から再開
しました。毎週土曜日午前９時から１時間にわたって
実施している活動で、参加者は検温・手指の消毒・マ
スク着用など感染防止策を徹底し、新しい生活様式を
実践しながら活動しています。仲間と顔を合わせ一緒

に体操することが
大切なので、＂マ
スク笑顔”を心が
け仲間とコミュニ
ケーションを取っ
ています。

３密避け 100 歳体操再開

会　長：吉永　哲也
会員数：48名

押切寿会（三川町）

木陰でひと休み 青空の下プレーを楽しむ
イスに座ってでもできる体操

距離を取って行いました
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コロナ禍でも工夫して活動する元気なクラブをご紹介 
　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、多くのクラブが活動の中止や延期を余儀なくされました。そんな中でも、感染予防対策をしっかり

行い、工夫して活動をしているクラブをご紹介します。皆さんのクラブの活動に取り入れてみてはどうでしょうか。

　桃の木クラブでは、小
学校の草刈りや運動会参
加、注

し め

連飾り作りなど世
代間交流が盛んで、毎年
地域の子どもたちと「グ
ラウンド・ゴルフ交流会」
を行っています。
　地域の明安小学校とは、
入学式に始まり日々の登下校の見守りや行事への参加
など子どもたちとのふれあいをして来ましたが、令和
４年度から金山小学校に統合されるため閉校になって
しまいます。
　今年は、生徒および先生 17 名が参加。感染予防
策を取りながらの開催は初めてでしたが、ソーシャル
ディスタンスを確保し無事終えることができました。

グラウンド・ゴルフで世代間交流
桃の木クラブ（金山町）
会　長：加藤　勝昭
会員数：66名

　昨年度は例年の３割程度しか事業ができませんでし
たが、そんな中でもさまざま企画を生み出し活動を実
施してきました。
　８月には総合公園の東屋で「うたごえ喫茶」を開催。
９月は烏帽子山公園、10 月は隣町の文化ホールホワ
イエにて、ピアノとギター演奏に合わせて歌い、芸術
の秋を堪能しました。マスク着用・３密を避けての開
催でしたが、楽しく行うことができました。
　令和３年５月には、なんとリモートでのうたごえ喫
茶にチャレンジ！　市社協の協力で、長寿センターデ
イサービスの利用者さんとリモートでつながり「うた
ごえ喫茶」を楽しんでいただきました。感染予防のた
め大きな声で歌えませんが、口ずさむ程度で、一緒に
音楽を楽しめて大変喜ばれました。

リモートで歌声も心も繋がる
郡山若松会（南陽市）
会　長：山村　清
会員数：70名

画面越しに歌で交流

温かく見守ります

先輩のプレーを見て学ぶ
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少
子
・
高
齢
化
社
会
の
進
展
と
と

も
に
、
豊
か
な
生
き
生
き
と
し
た
地

域
社
会
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
る
反

面
、
近
年
の
急
激
な
社
会
環
境
の
変

化
が
、
高
齢
者
の
日
常
生
活
や
地
域

で
の
活
動
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
地
域
に
根
差
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
と
お
し
て
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。
地
域
を
基
盤
と

し
た
活
動
へ
の
期
待
が
高
ま
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
が
安
全
に
安
心
し
て

過
ご
せ
る
環
境
や
条
件
を
整
備
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

当
連
合
会
で
は
、
時
代
の
要
請
に

応
え
る
べ
く
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

の
活
性
化
を
図
り
、
事
業
の
推
進
に

努
力
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
事
業
の
よ
り
一
層
の
充
実

を
図
る
た
め
、
賛
助
会
員
の
制
度
を

設
け
ま
し
た
の
で
、
是
非
趣
旨
に
ご

賛
同
い
た
だ
き
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
賛
助
会
費

　

賛
助
会
費
の
年
間
金
額
は
、
次
の

と
お
り
と
し
ま
す
。

　

企
業
会
員
・
団
体
会
員

　

�

一
口　

５
０
０
０
円

　

個
人
会
費　
一
口　

�

２
０
０
０
円�

※
た
だ
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
支
援

企
業
紹
介
（
県
老
人
福
祉
大
会
開
催

に
合
わ
せ
て
年
１
回
発
行
）
へ
の
紙

面
掲
載
や
き
ら
ら
ク
ラ
ブ
主
催
事
業

等
で
の
チ
ラ
シ
配
布
を
さ
れ
る
場
合

は
、
企
業
会
員
・
団
体
会
員
の
二
口

（
１
万
円
）
以
上
を
お
願
い
し
ま
す
。

賛
助
会
費
は
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
・
介
護
予
防
推
進
事
業
や
地
域
支

え
合
い
等
の
推
進
の
た
め
に
活
用
か

つ
運
用
の
財
源
と
い
た
し
ま
す
。

◆
賛
助
会
員
サ
ー
ビ
ス

（
１
）�会
報
「
陽
だ
ま
り
」
の
送
付

等
を
と
お
し
た
情
報
の
提
供

（
２
）�会
報
「
陽
だ
ま
り
」
へ
賛
助
会

員
名
簿
の
掲
載
（
※
年
１
回
）

（
３
）�き
ら
ら
ク
ラ
ブ
山
形
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
法
人
名
を
掲
載

（
４
）�主
催
事
業
の
う
ち
必
要
と
認

め
る
事
業
等
の
案
内
ま
た
は

招
待

（
５
）�そ
の
他
、
会
長
が
必
要
と
認

め
た
事
項
ま
た
は
事
業

◆
お
申
込
み
お
よ
び
納
入
振
込
み
方
法

　

賛
助
会
員
に
賛
同
ま
た
は
関
心
の

あ
る
方
に
は
、
お
申
し
込
み
や
振
り

込
み
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
連
絡

い
た
し
ま
す
の
で
、
下
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

きららクラブ山形（一般社団法人山形県老人クラブ連合会）

　〒 990-0021　山形市小白川町２－３－ 31
山形県総合社会福祉センター内

　TEL :�023-622-5601 ／ FAX : 023-622-5606
　ホームページ　https://www.kirara-yamagata.or.jp
　Email :�yrouren@poplar.ocn.ne.jp

問い合わせ先

賛
助
会
員
の
ご
案
内

賛
助
会
員
の
ご
案
内
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

　

地
域
の
文
化
や
季
節
の
行
事
な

ど
で
人
が
集
ま
る
と
き
、
老
人
ク

ラ
ブ
女
性
会
員
は
協
力
し
合
っ
て

そ
の
地
域
に
ま
つ
わ
る
「
郷
土
料

理
」
を
振
舞
う
な
ど
の
活
動
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
若

い
世
代
の
地
域
離
れ
や
会
員
の
高

齢
化
な
ど
で
郷
土
料
理
の
伝
承
が

停
滞
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
が
令
和
４
年
度
に
創
立
60

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
県
老

連
女
性
委
員
会
で
は
各
地
域
に
お

け
る
「
郷
土
料
理
」
を
次
世
代
へ

つ
な
ぐ
た
め
の
活
動
と
し
て
、
村

山
・
最
上
・
置
賜
・
庄
内
の
4
つ

の
地
域
に
分
け
、
山
形
の
食
文
化

や
季
節
の
料
理
を
わ
か
り
や
す

く
、
親
し
み
や
す
い
レ
シ
ピ
集
に

ま
と
め
発
刊
す
る
こ
と
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
レ
シ
ピ
集
に
は
、
各
地
域

を
代
表
す
る
郷
土
料
理
（
２
種
類
）　

県
老
連
創
立
60
周
年
記
念
事
業

を
掲
載
す
る
ほ
か
、
山
形

の
郷
土
料
理
を
代
表
す
る

「
各
地
域
の
い
も
煮
」や「
地

域
自
慢
の
漬
け
物
」
な
ど
を

分
布
図
に
ま
と
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
食
文
化
の
違
い
を
掲
載
す
る
予

定
で
す
。

　

ま
た
、
郷
土
料
理
を
若
い
世
代

に
も
つ
な
い
で
い
く
た
め
、
レ
シ

ピ
集
の
ほ
か
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
女

性
会
員
が
調
理
を
す
る
う
え
で
長

年
培
っ
た
生
活
の
知
恵
や
料
理
技

術
な
ど
調
理
工
程
を
映
像
収
録
し

て
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
動

画
配
信
を
行
い
ま
す
。

　

レ
シ
ピ
集
の
発

行
と
動
画
配
信

は
、
令
和
４
年
３

月
下
旬
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

伝
え
た
い
　
地
域
自
慢

伝
え
た
い
　
地
域
自
慢

や
ま
が
た
の
郷
土
料
理

や
ま
が
た
の
郷
土
料
理

レ
シ
ピ
集
・
動
画
記
録

レ
シ
ピ
集
・
動
画
記
録

女性委員会
が取り組む

だし

笹巻き 芋煮
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

　きららクラブ山形ホームページは、リニューアルから１年が経過してさまざまな情報をいろいろな形で

お伝えしています。

　例えば、トップページの「What's New」は、本会に入った最新の情報として本会の事業の進捗状況や

老人クラブに関するお知らせなどを掲載。特に昨年度、全国の老人クラブの仲間へおもてなしメッセージ

カードとともに寄贈した「紅
べにばな

花の種」は、本会事務局がプランターに種まきをして『紅
べにばな

花成長記録』とし

て写真付きで成長ぶりを掲載しています。

　その他にも、トップページ下段には、「公式ワナゲ」や「会報陽だまり」、毎年４月に発行する「会員厳

選湯友♨ガイド」などの情報も発信しています。

　「県老連発行パンフレット」では、本会が発行しているパンフレットの印刷用データも掲載しているので、

市町村老連や各地域の会議・研修会等でも活用できます。

きららクラブ山形ホームページを活用しましょう！きららクラブ山形ホームページを活用しましょう！
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

　
「
心
臓
弁
膜
症
」
を
聞

い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？

　

心
臓
は
全
身
に
血
液
を

送
り
出
す
ポ
ン
プ
の
働
き

を
し
て
い
ま
す
が
、
き
ち

ん
と
血
液
を
送
り
出
す
た

め
に
４
つ
の
弁
が
あ
り
ま

す
。
心
臓
の
弁
に
障
害
が

起
き
、
本
来
の
役
割
を
果

た
せ
な
く
な
っ
た
状
態
を

心
臓
弁
膜
症
と
い
い
ま
す
。

　

障
害
が
起
き
る
と
、
動

悸
・
息
切
れ
・
疲
れ
や
す

さ
・
胸
が
痛
む
な
ど
の
症

状
が
出
て
、
重
症
に
な
る

と
意
識
を
失
っ
た
り
、
亡

く
な
っ
た
り
す
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
し

て
、
心
不
全
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

　

心
臓
弁
膜
症
の
中
で
も

歳
を
重
ね
る
こ
と
で
な
り

や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
る
の

が
、
大
動
脈
弁
狭
窄
症
と

い
う
病
気
で
す
。
歳
を
重

ね
、
心
臓
と
大
動
脈
の
間

に
あ
る
大
動
脈
弁
に
少
し

ず
つ
石
の
よ
う
な
も
の
が

付
い
て
、
弁
が
開
か
な
く

な
り
、
全
身
に
血
液
を
送

り
出
す
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
状
態
で
す
。

65
歳
以
上
で
は
全
人
口
の

３
％
く
ら
い
が
こ
の
病
気

を
も
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て

お
り
、
決
し
て
珍
し
い
病

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
動
脈
弁
狭
窄
症
は
、

残
念
な
が
ら
薬
で
は
治
す

こ
と
が
な
い
病
気
で
す
。

固
く
開
か
な
く
な
っ
た
弁

を
取
り
換
え
る
こ
と
で
治

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

心
臓
の
弁
を
取
り
換
え

る
と
い
う
と
大
変
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

現
在
は
カ
テ
ー
テ
ル
と
い

う
細
い
管
を
使
っ
て
治
療

を
す
る
こ
と
も
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
経
カ
テ
ー
テ

ル
大
動
脈
弁
留
置
術
（
タ

ビ
と
呼
ん
で
い
ま
す
）
と

い
う
治
療
で
、
主
に
足
の

付
け
根
の
血
管
か
ら
カ

テ
ー
テ
ル
を
入
れ
、
人
工

弁
を
内
側
か
ら
拡
げ
て
植

込
み
ま
す
。
傷
は
数
ミ
リ

で
済
み
ま
す
の
で
、
手
術

翌
日
か
ら
歩
か
れ
る
患
者

さ
ん
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

心
臓
弁
膜
症
の
検
査
は

痛
み
な
く
超
音
波
で
検
査

で
き
ま
す
の
で
、
少
し
で

も
日
常
生
活
に
違
和
感
が

あ
れ
ば
、
総
合
病
院
や
循

環
器
内
科
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
検
査
を
受
け
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

放
っ
て
お
く
と
怖
い
病

気
で
す
の
で
、
最
近
急

に
、
歩
い
た
り
、
階
段
を

の
ぼ
っ
た
り
す
る
際
に
動

悸
・
息
切
れ
・
胸
の
痛
み
・

め
ま
い
な
ど
を
感
じ
た
場

合
に
は
す
ぐ
に
医
療
機
関

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

心
臓
弁
膜
症
と
治
療
法

心
臓
弁
膜
症
と
治
療
法

略　歴
福井　昭男（ふくい あきお）

昭和 37 年 9 月 11 日生まれ。
昭和 63 年に山形大学医学部卒業後、平成 4 年
に医学博士号取得。山形大学医学部附属病院や

山形県立中央病院救命救急センター、山形市立病院済生館
勤務を経て平成18年に山形県立中央病院へ。主な研究テー
マは虚血性心疾患、不整脈、弁膜症に対するカテーテル治
療ペースメーカーなど。

山
形
県
立
中
央
病
院

�

循
環
器
内
科
部
長
・
臨
床
工
学
部
長
　
福
井
　
昭
男

閉じている時開いている時

正常な弁

狭窄

肺動脈肺動脈
大動脈大動脈

右心房右心房

右心室右心室 左心室左心室

左心房左心房 肺
はいどうみゃくべん

動脈弁

大
だいどうみゃくべん

動脈弁

僧
そうぼうべん

帽弁

三
さんせんべん

尖弁
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

◆
令
和
３
年
度
高
齢
者

保
養
施
設
の
ご
案
内

　

県
老
連
で
は
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
健
康
づ
く
り
活
動

や
研
修
会
な
ど
が
県
内
外

の
各
温
泉
地
で
行
わ
れ
る

こ
と
か
ら
各
温
泉
地
宿
泊

施
設
と
提
携
し
、
会
員
が

安
心
し
て
憩
い
仲
間
と
交

流
が
で
き
る
施
設
の
ご
紹

介
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
を
受
け
宿
泊
施
設

に
お
い
て
は
厳
し
い
状
況

に
置
か
れ
な
が
ら
も
本
会

提
携
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
は
、
県
内

11
社
と
提
携
し
て
お
り
、

各
施
設
か
ら
「
コ
ロ
ナ
感

染
予
防
策
「
あ
ん
し
ん
宣

言
８
か
条
」
に
ご
賛
同
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
高
齢
者
保
養
施

高
齢
者
保
養
施
設
の
ご
案
内

高
齢
者
保
養
施
設
の
ご
案
内

設
の
ご
利
用
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
（
表
）。

　

市
町
村
老
連
へ
加

入
し
て
い
る
単
位
ク

ラ
ブ
に
は
、
2
冊
ず

つ
無
料
配
布
し
て
い

ま
す
。

県内提携施設
温泉地名 施設名

蔵王温泉 ホテルルーセントタカミヤ
黒沢温泉 喜三郎
天童温泉 栄屋ホテル
かみのやま温泉 別館ふじや旅館
朝日山麓家族旅行村 ホテル自然観
肘折温泉 四季の宿　松屋
瀬見温泉 ゆめみの宿　観松館
碁点温泉 クアハウス碁点
大石田温泉 あったまりランド深堀「虹の館」
小野川温泉 湯杜　匠味庵ホテル山川
鳥海温泉 鳥海自然文化館　遊楽里

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響によって、老人クラブ活動が自粛傾向にある中、
地域高齢者の閉じこもりやフレイル（虚弱化）が懸念されることから、老人クラブがで
きることとして活動の実践につなげる本会オリジナルのパンフレットを発行しました。
　友愛訪問活動や研修会などでご活用ください。

「地域支え合い・地域安全啓発パンフレット」を「地域支え合い・地域安全啓発パンフレット」を
発行しました発行しました
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

水
野　

真
弓
さ
ん

�

き
ら
ら
ク
ラ
ブ
山
辺
（
山
辺
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

連
合
会

連
合
会
5050
周
年
に
向
け
奮
闘
中

周
年
に
向
け
奮
闘
中

おらほおらほのの

事務局事務局さんさん

　
「
森
と
湖
沼
の
ふ
る
さ
と 

フ
ァ
ッ 

シ
ョ
ン
の
ま
ち
」
が
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
の
山
辺
町
。
人
口
約

１
万
４
０
０
０
人
の
町
で
、
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
は
昭
和
46
年
７
月

24
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
岸
部

滋
会
長
の
下
９
ク
ラ
ブ
２
０
２
名

の
会
員
と
と
も
に
活
動
中
で
す
。

　

水
野
さ
ん
は
平
成
31
年
４
月
に

山
辺
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
入

り
、
そ
こ
か
ら
す
ぐ
に
山
辺
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
事
務
局
も
担

当
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
社

協
の
事
務
と
も
兼
任
し
、
今
年
で

３
年
目
で
す
。
働
き
始
め
た
当
初

は
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
戸

惑
う
場
面
も
多
か
っ
た
そ
う
で
す

が
、
各
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
は
じ

め
皆
様
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
た
く
さ

ん
い
た
だ
い
た
こ
と
で
徐
々
に
馴

染
ん
で
い
っ
た
そ
う
。
老
人
ク
ラ

ブ
の
方
々
の
温
か
さ
に
触
れ
、
そ

の
心
遣
い
に
助
け
ら
れ
た
こ
と
も

多
い
と
語
り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
協
と
し
て
地
域
の

方
々
を
ど
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

か
も
重
要
な
仕
事
。
困
っ
た
こ
と

が
あ
っ
て
も
社
協
職
員
の
方
々
が

す
ぐ
に
教
え
て
く
れ
る
環
境
が
あ

り
、
皆
様
に
支
え
て
も
ら
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
す
る
日
々
で
す
。

　

今
年
度
、
山
辺
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
が
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま

す
。
11
月
１
日
に
行
わ
れ
る
記
念

事
業
成
功
に
向
け
て
水
野
さ
ん
も

気
合
十
分
。
会
員
の
方
々
の
想
い

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
皆
様
と
と

も
に
頑
張
り
ま
す
、
と
意
気
込
み

を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
で
、
山
辺
町
で
も
活
動

中
止
や
延
期
が
相
次
い
で
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
、
活
気

あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
に
な
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
に
一
層
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
、
と
心
強
い
思
い
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
老
人

ク
ラ
ブ
と
社
協
の
サ
ポ
ー
ト
、
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

円滑な運営のために打ち合わせを欠かしません
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

　「新しい生活様式」を取り入れながら、人と地域
のつながりを見つけ、ともに支え助け合う社会づ
くりに向けて、仲間づくりを進めていきましょう！

期間  令和３年９月２日（木）
場所  やまぎん県民ホール（山形県総合文化芸術館）
参加対象および人員  老人クラブ会員・役職員、社

会福祉関係および大会に関心のある県民1000名
（被表彰者を含む）

参加申込・お問合せは、各市町村老人クラブ連合
会事務局または県老人クラブ連合会事務局まで。

第55回山形県老人福祉大会第55回山形県老人福祉大会

　

今
年
4
月
、
初
め
て
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
に
参
加
し
た
時
の
こ

と
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
越
し
の

会
議
な
ん
て
味
気
な
い
も
の

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
画
面
越
し
で
も
遠
く
離

れ
た
北
海
道
や
東
京
と
つ
な

が
っ
て
、
会
議
が
始
ま
る
数
分

間
前
に
お
互
い
手
を
振
り
合
っ

て
「
お
久
し
ぶ
り
で
す
、
元

気
で
す
か
？
」「
お
元
気
そ
う

で
！
」
と
声
を
か
け
合
え
た
こ

と
は
、
今
ま
で
の
出
張
先
で
の

会
議
と
何
ら
変
わ
り
な
く
、
ま

た
少
し
な
つ
か
し
さ
や
親
し
み

を
感
じ
ら
れ
た
時
間
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
っ
て
い

く
つ
も
の
会
議
や
研
修
会
が
中

止
と
な
り
、
同
じ
境
遇
で
働
く

諸
先
輩
方
や
人
々
と
の
交
流
が

い
つ
の
間
に
か
希
薄
化
し
て
い

た
こ
と
に
気
づ
い
た
の
も
こ
の

と
き
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
人
々
の

往
来
に
制
限
が
か
け
ら
れ
約
1

年
、
人
と
の
つ
な
が
り
に
形
式

は
関
係
な
く
、“
つ
な
が
ろ
う

と
す
る
心
”
が
大
切
で
あ
る
と

実
感
し
、
人
々
と
の
新
た
な
つ

な
が
り
方
を
見
つ
け
る
こ
と
も

心
掛
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。�

�

（
歩
美
）

か ら のか ら のおしらせおしらせきき らら らら クラブクラブ 山山 形形  

本紙発行に際しまして、ご協賛いただきましたスポンサー各位に対し、厚く御礼申し上げます。
今後も倍旧の御厚誼を賜りますようお願い申し上げます。 スポンサーへの御礼

編編  

集集  

後後  

記記

期間  令和３年10月８日（金）
場所  ヒルズサンピア山形体育館
チーム編成  １チームにつき選手3名、補欠2名

まで

参加の申込は、開催要綱が整い
次第、各市町村老連事務局へ出
場枠を設定し通知いたします。
（7月上旬を予定）
市町村老連で参加を取りまとめ
お申込みください。

第14回公式ワナゲ交流大会第14回公式ワナゲ交流大会

やまぎん県民ホール

きららクラブ山形 16第32号

第32号
令和3年６月

きららクラブ山形

〒990-0021 山形市小白川町2-3-31 県総合社会福祉センター 2階
tel （023）622-5601  fax （023）622-5606
ホームページ https://www.kirara-yamagata.or.jp
E-mail yrouren@poplar.ocn.ne.jp

山形県老人クラブ連合会
一般社団法人

（編集・印刷）株式会社ニチコミ　
　　　　　　☎03-5718-3900 http://www.nichicomi.com
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